ディボーションノート　３７
	　９月１５日(月曜)　民数記　第２７章　
　モーセは主に逆らったために約束の地に入れないことをあらためて告げられ、残される民のことを心配し、次のリーダーとなる者を立ててくださるように主に願います。しかし、主は、モーセが祈るよりも先に、すでにヨシュアを次のリーダーとして選び、備えていて下さいました。私たちは先のことが見えないゆえに、あらゆることを心配します。しかし、主は過去も現在も未来もすべて知っておられ、主に信頼する者に、すでに最善の道を備えていて下さるのです。



	９月１６日(火曜)　民数記　第２８章　
　主はあらためて、年間を通じての守るべき礼拝とささげものとについて語られます。これは、新たな人口調査、軍隊の編成、新たな土地の分割の準備、そして、その氏族に男の子がいない場合の土地の相続の問題の解決がなされ、さらにはヨシュアが次のリーダーとして任命され、約束の地カナンへと入る準備が整ったためでした。主は、いよいよ約束の地へと入らんとする新たな世代のイスラエルの民に対し、荒野で守ることの出来なかった祝祭日と農作物のささげものについて詳しく告げ、約束の地に入ったときに神の民として礼拝を守っていくことができるように教え備えて下さっているのです。


	９月１６日(水曜)　民数記　第２９章　
　聖書の中で7というのは聖なる数字として扱われています。その為、主は7月を安息の月としました。その為、一年で一番主への生贄が捧げられて月でもあったのです。特にその１日を特別な安息日と決め、この日にラッパを吹き鳴らすことを命じます。主はイスラエルの人々に特別な人、特別な時を準備してくださいます。私たちも毎週の礼拝が主と出会う礼拝の時であり、主が備えてくださった特別な時なのです。


	９月１７日(木曜)　民数記　第３０章　午前・午後の祈り会
　主はモーセを通して人々に命じます。人がもし主に誓願をかけるのであれば、その人は誓願を破ってはいけません。また、当時女性は夫か父親の許可がなければ、誓願をかけることはできませんでした。それほどに、主の前に誓願をかけるということは責任の大きなことなのです。主の前に誓願をかける時には、主を恐れ、じっくりと考えて、祈ってから、誓願をかける必要があるのです。



	９月１８日(金曜)　民数記　第３１章　
　主はミデアンびとを滅ぼすように命じます。それは、イスラエルの民たちがミデヤンびとによって罪を犯したからです（25章）。その罪は姦淫から起こったものでした。主の前に全ての罪はきよめられなければなりません。カナンの地をきよめるためにも、主はミデアンびとを聖絶するようにと命じたのです。このように私たちも主の御前に罪があるならば、必ず取り扱っていただかなければなりません。罪を御前にもちだして、イエスさまの十字架を仰ぎ、赦しの確信をいただいて歩んでいきましょう。


	９月１９日(土曜)　民数記　第３２章
　ルベン族とガド族、そしてマナセの半部族にヨルダンの東岸の地が与えられます。彼らの目には非常に良い土地に見えたのです。事実、とても裕福な土地でしたが、自然による国境がなく、他のイスラエル部族との関係はヨルダン川を隔てて断絶していたのです。私たちの目には非常に良いように見えることがあったとしても、主の目には必ずしもそうではありません。私たちの目に最善なところではなく、主の目に最善なところへと導いて頂きましょう。



